


















して、本誌四十二号でも報告をした。今回、先の報告では触れなかった資料について、①向陽会関係資料②千胤評歌合③千胤自筆紀行文という三点にわたり、資料翻刻と考察を行った。特に①では、明治天皇より京都在住華族に対してなされた歌道奨励の思召しにより、歌会・研究会（向陽会）が創設されたが、その創設に関わる経緯についてとりまとめている。②の千胤評歌合は、桂園派の流れを汲む千胤の歌学指導の一端を伺い知ること できる の紹介。③の紀行文は、明治初頭の動乱のなかでの紀行 明治八年の正倉院御物 展覧を見学に行
く際の歌群など、歌人たちの和文修練の具体例として提示し
た。明治前期のこう た資料はまだまだ十分に紹介されておらず、今後の めの基礎的研究としての報告である。














（ 『桂園派歌壇の形成』桜楓社・昭和六十年四月刊、初出「洛味」第二七〇・二七一集、昭和五〇年三月・四月） 。氏の研究により、遠藤家に残された資料 あらましを伺い知ることが出来たものの、実際にその資料 確認するに至るものではなかった。その資料に再び光があ られたのは 平成二十七年「清興」書画・古書籍販売合同目録に「遠藤千胤旧蔵邦光社関係資料一括」とし 紹介されたことに拠る。資料群を点検するに、





料として貴重であるとともに 明治前期の一 人の手元に残された、当時 歌学や活動の有り様を伺い知ること できる写本群類として 価値を有する れらを翻刻し呈示
しておくことは明治期の歌壇研究を進める上でも意義ある
ことと考える。残された資料群より何点かを翻刻紹介を 、併せ 考察を試み と思う。
 
 
































 － 205 －
みやびわざはさらにもいはず。皇国風のむねとある。歌まなびをさへ。めゝしきものにおもひなして。かりそめにもかな文字の書は 手にだにふれぬ勢ひなるからに。おのづからやごとなきわたりにてもうとまれて。 あはれかの。 さゞれ石の巖と らむよろこび 引かへて。飛鳥川の瀬になるうらみも聞えぬべき世のあ さまなるを。かけまくもしこきすへらぎの大御心に。ふかくなげかせ給ひて。いにし明治の十一年ば り。京都華族 た〴〵に。歌学びせよと。うち〳〵の仰ごとありて。山本実政卿 。其事 擔
はしめ給ひ。 かつ宇田淵君にも。 賛けなすべく仰せおきて
させたまへり。 実政卿かしこまりて （宇田君にはかり。 ）
村山松根。拝郷蓮茵の両翁を教師に撰び。はじめてこの会をひらかれたるになむ。しかるに実政卿は。召されて東京へのぼらるゝによりて。宇田君もはら掌らるゝ事とはなりにたり。ま 村山翁はなき人の数に入り。拝郷翁は八十に近きよはひなるをも いなみてしぞかれぬ。その後教師 は。文学御用掛 る 小出粲君をもて 宮内省よりさし遣はされ かつおほなけれど。おのれをも其しりにつらならしめ給へりけり。又月次会 外 。研究会といふ事をも開かれて 此会には。三条西乗禅。大橋長憙 尾﨑宍夫。遠藤千胤など。 〔頭注
 
植松有恒〕こ
の道にあつき人々 つらな しめ給ひ。 すべて桂宮 てなむ行 れける。 然あるのみにあらず をりにふれて。高崎正風君をはじめ。侍従の た〴〵もて しば〳〵せちにせめさせ給ひ。あるは臨時に題賜は て。歌奉らめ給ひなど。菅のねのいとね ごろ る 大御心 らびのほど。あ しこ ほざりにおも 過すべきわざ ら
近藤芳介筆序文草稿 
 － 206 －






















曩に天皇、京都在住華族に宮中月次御題を賜ひて詠進せし られしが、更に其の歌道上達 誘掖したまはんとの叡慮あり。仍りて宮内卿徳大寺実則に内勅を下 、彼等を
して旧来の家伝・秘事を廃し、風調正しく語格・仮名



















摘される点である。本資料 旧蔵者千胤と芳介との関係が伺える記述であるととも 、ここに言う「研究会」についても「予て在京華族の歌道奨励 思召を以て、今出川後門内桂宮御建物の一部を研究所として貸与あり、向陽 なる一団体を設け、御歌所に於て之れを監督せる」と記した明治三十四（一九〇一）年五月二〇日付朝日新聞朝刊記事「京都の歌道」 踏まえ ならば、芳介、千胤などが桂宮建物一部を貸与された団体「向陽会」にて歌道教導 携わっていたことが判明する。なお、この向陽会について、纏まって記され もの 恒川平一『御歌所の研究』 （昭和十四〔一九三九〕年刊）がある。
 
東京の興風会に対し、京都在住華族に対し、明治二十年四月に創立せられたもので、共 今日に及んで居る。創立の際は山階宮晃親王殿下が、祭主の宮として京都に御在住あらせられし為、親しく会長にあた せられ、主殿
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館・明治神宮共催）の図録解説（豊田恵子氏執筆）に拠 ば、在京都華族 歌会に出詠された短冊などが「宮中月次並京都華族等詠進」資料 中に個人別にまとめられているとのこと。また「研究 録」も同じく明治十三年九月から同二十七年までが収められており、こうした資料に基づく調査 、今後の一層実体の解明が可能となろう。た え
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明し、いくつか絞り込むなかで、本資料は『幾久能志太播（菊廼下葉） 』の近藤芳介序文の
    （
2）
草稿と判明した。
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る。序文に拠れば、向陽会での歌会などを重ね、 「濵の真砂の数多くつもりぬるが中に、あはれとおもふしらべ、をかしと見ゆる言の葉をつみ出て、すり巻と」しようと宇田淵が発案し、 「小出君にあとらへてえらばしめられたるなりけり」とあ ように、小出粲が撰歌にあたったことになり 粲跋文や
    （
2）
刊記からもそのことが確認しうる。しかし、この





































































































































































































































































ひえの山ちかき白川 里あたり身 しむばか な 餘
寒のさま尋此うしろのけしきにてみるがごとく覚え


























































































と初て序によみ出給ひしよりおほくつかひ来れ ものから浜ゆふ 百重霞みてと冠辞のやうにかぶらせるは例も聞侍らず「真熊野のうらの浜ゆふうら若みまだ一重なる初霞哉」と桂園翁 よみ給ひしはめづらしくめでたき歌也
 

























































































































































































































































































































































































































































































































道のほとりなるあやしき賤が家にいりてひさご 酒のむ。ゑひ心になりてうたひつゝ行。桂川 で久世 はしをわ
西山紀行 
遠藤千胤旧蔵歌学関連資料瞥見（山本） 


















































































 － 225 －
















































































































































































をおどろかしみるにいぎたなくねぶたきさまにてこは〳〵とおきいで「よくもものし給ひつるかなしばし待たまへ」とそう〴〵 くゆづけなどくひてやがてつれだちていで行けり。都をはなるゝ頃やう〳〵朝日は やかにさしのぼりまづ打みやりた 夏野 はらのけしきひろ〴〵とあ く茂りたるに壹点の露にしめりて咲かゝりたるいとすゞし。紙屋川をわた 木嶋杜のほとりにくれば水田の稲葉そよぎあへる中 水鶏 鳴くなどゆうにをかし。太秦寺のまへなる茶店にいこひぬればむつかしげなる梁 「孤月照寒泉」といふ句をかけたり。何人の筆 やと問にあるじだに らぬはいと口を 。帷子 辻 秋たちて尾花 袖 まねく ん 思へばいと つか きあたり也。さがにつきぬ。 る人のも にて舟の事などたのみ例の洗心亭にいる。薄茶などてんじて宍夫いは 「けふの哥よむべきたうの題ところがら似つかは からんを」 とすこし念じてつぶやきけるにおのれふと思ひいでゝ 「かの邵康節の詩に風来水面時 いふ句 か 」といへ それにせんと だめつ。舟人二人ばか あやしげ舟にふなよそひして来れり。いざ り給へとて此川にとりし鮎むなぎさ はいはんなど に こぶめ 人々も打のりてさしいだす むかふの しなる楓の木のいと広ごりたるし よせ つなげるほ 高嶺 りさ 吹おろすあらしに舟もかたぶくべうおぼえて さい ん たな のみにのみて酔 れたり。 舟ばた たゝきて 「桂櫂蘭槳」とずしつゝ千鳥が渕扇な し樫木がふちなどいふあたりをさか ぼれば世にも づかな 山川のところ〴〵の岩かどに釣人 おほく糸をたれ また梢には蝉 つく う鳴 きりて濱 鴬お ごえになり 残
遠藤千胤旧蔵歌学関連資料瞥見（山本） 






















りをしてくゆれどかひなし されど有田の里 あべ橘のかぐはしき言の葉に心ひ れて もにあそびしにもをさ〳〵をとらざりけり。さるべき所あまたあるが中 つら〳
〵其道すがらのさまをはるかにおもひめぐらすにまづ
遠里小野の冬枯にさえわたる霜をわけて車をは ら 高師のうらのあだ浪に暮行 歎きもあへず紀の川の清き流れをくみて遠き水かみを思ひや 給ひ 何 朝臣の風調をしたひ給ふ心 らんかし 雄 山 初雪を





辺の里のさごし鮓 妹が玉手 なつ しみ給ひしはほやの妻の飯鮓にもその味ひやまさりつらん。鉛山の五景に魂をうばゝれてかき流しつる水茎の跡 こゝにうかべる心ちし侍り。すべてみるものきくものにつけていひ出し給ふ言の葉こと〴〵く玉ならぬはあ ざりけり。わきていみじう覚ゆるはむろ 温泉の長歌也。神さぶるむろのいで湯はとあまた びうたひかへし調べかへすに橘 葉の名におふ霜 ふ ことをさへ思 いでられて其こゝろをゝしくそのすがたみや や にし いとめでたく めづらしくもよみ ふも かな。あは いまの世にもかゝる正雅の風韻あるはいにしへ 人 ちにもをさ〳〵はづべ
からずとひとりごちつゝ二たび三たび手をうちてさし































































文もまたかくぞ るべき。そも〳〵記行と いへば其所々の古事本説など のとほ 考證にちからを尽して めのまへなるうみやまのあ さまうつ 出んと 思はぬはものしり人のくせ り。 きかへてこの麻衣あら〳〵とはも せられた ど文のいきほひ歌 しらべものゝまことにたがはず題にてつく しとは死活のさかひきはやか






































全」 、見返し「明治十九年五月／菊廼下葉／向陽社蔵版〔向陽社記〕 」 、三條実美題字












これの向陽社の歌会は。京都華族のかた〴〵を限りたる会な けり。そも〳〵こ 会のおこれるはじめ。また此集のなれるゆゑよしはいかにといふに。 のはじめ。いまだ世の中おだやかならざりしほど。人皆ますらをさびて。万 風流わざはさらにもいはず。皇国風 むねとあ 。歌学びをさへ。めゝ きも におもひなし
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て。かりそめにも。かながきの書は。手にだにふれぬばかりの。ありさまなりしを。かけまくもかしこき。天皇の大御こゝろに。いたく げかせ給ひて。いにし明治の十一年ばかり。京都華族のかた〴〵に。歌学びせよと。うち〳〵のおほせごとありて。そ 会費に充つべき。こがねそこ くをさき賜りて。山本実政卿に。その事を擔はしめ給ひ。かつ宇田淵君にも 賛けなすべくおほせおきてさせ給ひけ 実政卿か こまりて。村山松根。拝郷蓮茵 両翁を教師 えらび。はじめて此会を ひらかれたるになむ。しかるに実政卿は。召されて東京へ登らるゝにより 宇田君もは 掌らるゝ事とはな
りにたり。また村山翁は。なき人のかずにいり。拝
卿師は。八十に近きよはひなる もて。いなみてしぞ れぬ。そのゝち教師には。御歌掛小出粲君をも 宮内省よりさし遣はされ。 たおほけなけれど おのれをも しり つらならしめ給へりけり また月次会の外に。研究会をも開かれて 此会には 三条西乗禅。大橋長憙。植松有経 尾﨑宍夫。遠藤千胤など。此道にあつき人々をも。つらならしめ給ひ。すべて桂宮にてなむ行はれける。それよりこの た をりにふれて 高崎正風君をはじめ。侍従のかた〴〵もて しば〴〵せち せめさせたまひ あるは臨時 も題賜 て。歌奉らしめたまひなど 菅の根の いとねもごろなる。大御こゝろし のほど あ かしこ。 ほざりに おもひ過すべきわざならめやはと 会員の人々。おのも〳〵 つとめはげまるゝま に やゝ しる も あらはるゝばかりなるは。此道にとりて。こよなきよろこび こそ く 年月をふ 〳〵 濵 真砂の かずおほくつもりぬるが中に。あはれ おもふし べ をか と見ゆる言の葉をつ 出 すり巻となして。廣く世の風流士たちにもしめし ば。 がてふかき大御お むけの。かたじ なさ うか 知りて おのづから。この道の助けと 。なり むかし 宇田君こ びお おこし 小出君 あと へて えらばめられたるなりけり。さてこの稿を。おのれ しめされたるを つら〳〵見侍りける 玉の中 。石もまじ
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②ひと日宇田君の京都華族のうた とにつきてなにくれとものがたりのついで かつらの宮のうた会の詠草のうつし一巻をとうでたればとしごろ よなきおほみめぐみ ひと〴〵のいたつき の もれるものなりかくてうちおかんもはえなきこゝちするをおなじうはさるべきがすりをだにかずぬきてよ いはるゝ おほひなきことゝは もふ のから宇田君 よろづにおもひめぐらさるゝこゝろざしのせちなるにえ なびがたうてより〳〵かい出 るがかく一巻とはなれる也けりも より世にもていづべきものにもあらずたゞこゝろのひくかたにいさゝかぬきいでゝ宇田君はじめ人々のあげつら をもきゝ おのがまなび たすけにも おもひてものしつる也けりさるをこたび清書してといわ ゝにいかゞはせん近藤大人にもはかりていかにぞやといはるゝふじ〳〵はたゞしつれど猶あやまりどもの
おほからんはより〳〵人々のたゞしたまはんことをね





















Reseach notes on the manuscripts of waka poetics previously 
in the possession of Endō Chitane 
YAMAMOTO, KAZUAKI 
We have presented, in the volume 42 of this bulletin, the report on 
manuscripts of waka poetics formerly owned by Endō Chitane in the early 
Meiji Era. In this article, we will present a report of manuscripts of waka 
poetics  and discussion on the following three points which we did not 
mention in the previous report; ① Kōyō-kai related manuscripts  ② 
Chitane-hyō-uta-awase (Waka matches evaluated by Chitane) ③ 
Chitane-Jihitsu-Kikō-bun (travel journals including waka poems written 
by Chitane). 
In particular in the part ① , we summarized the circumstances 
concerning the establishment of a waka meeting / a research meeting (Kōyō 
society) which were founded because Meiji emperor encouraged the nobility 
of Kyoto to learn and practice Waka poems. In the part ②, we introduce 
the manuscript  that can catch a glimpse on the part of the guidance of 
waka poems composition by Endō Chitane who inherited the tradition of 
Keien-ha (the Kei-en branch). The part ③ serves as a specific example of 
how Waka poets practiced Japanese writings, such as the travel during a 
turmoil in the early Meiji era and when visiting the exhibition of Shōsō-in 
Treasures held in 1875. Since manuscripts of waka poetics in the early Meiji 
period have not been fully introduced, this article is a report laying 
foundations for further research. 
